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写真図版 1

菅谷たたら山内遠景（保存修理前）

菅谷たたら山内遠景（保存修理後）



写真図版 2

南東押立柱 a－b断面（T1：南東から）

南東押立柱 a－b断面西側土層（T1：南東から）



写真図版 3

南東押立柱 a－b断面東側土層（T1：南東から）

南東押立柱 c－d断面（T1：南西から）



写真図版 4

送風用土管分岐部（T2：南西から）

送風用土管分岐部東側（T2：北東から）



写真図版 5

送風用土管分岐部西側
（T2：南東から）

送風用土管分岐部東側
（T2：南西から）

送風用土管
（T3：北東から）



写真図版 6

小鉄町 1次床ビット（T4：北東から）

小鉄町 1次床落ち込み
（T4：北から）

道具池
（T6：北東から）



写真図版 7

小銅場
（T7：東から）

小銅場
（T7：北から）

小銅場金敷抜取痕
（T7：東から）



写真図版 8

鍛冶炉
（T8－4：南から）

中銅場列石
（T8－2・3：北西から）

中銅場再結合面
（T8－1：北から）



写真図版 9

萱ノ鉄穴場跡砂鉄選鉱場（南東から）

萱ノ鉄穴場跡砂鉄選鉱場中池・乙池付近（西から）



写真図版 10

池 1ー大池間水路
（南から）

池 1－大池間水路
（北から）

池 1（北から）



写真図版 11

中池・乙池
（南東から）

大池石積み
（南から）

大池（南東から）



写真図版 12

中池底板（T10：南東から）

乙池底面（T11：南東から）



写真図版 13

中池－乙池間排砂口
（北西から）

大池－中池間排砂口
（北西から）

樋の痕跡
（北西から）



写真図版 14

清水路
（T13：北東から）

清水路
（T12：北東から）

中池・乙池と清水路
（北西から）
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遺 跡 名 所在地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

菅谷鈩

島根県
雲南市
吉田町
菅谷

32209 V60
35 ゜
11′
32″

132 ゜
51’
45”

2013
0826
~
2016
0328

82㎡ 修理工事

萱ノ鉄穴場跡

島根県
雲南市
吉田町
菅谷

32209 V97
35 ゜
11′
01″

132 ゜
50’
57”

2014
1001
～
1024

3㎡ 確認調査

要約

菅谷たたら山内のうち、高殿及び元小屋の修理に伴う発掘調査。高殿では、南東押立柱の据
え付け、水車鞴送風管の分岐部、小鉄町の床面嵩上げ、雨落ち溝の状況が明らかになった。
元小屋では、棟続きになっていた中銅場・小銅場に設置された金敷の設置位置を確認すると
ともに、これまで知られていない大鍛冶場の一部を検出することができた。

萱ノ鉄穴場跡砂鉄選鉱場の確認調査。大池・中池・乙池と並ぶ選鉱施設のうち、中池で底板
を確認した。丘陵側には選鉱を終えた砂鉄混じりの土砂を次の池に移す際に必要な水を供給
した清水路が残ることも明らかになった。
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